「日本産業技術教育学会誌」投稿論文執筆要領

1．原稿表紙

　原稿の表紙には，学会ホームページ(http://wwwsoc.nii.ac.jp/jste/submit.html)の原稿表紙Word文書を用い，必要事項を記入する。

2．論文原稿

　論文原稿は，学会ホームページの原稿形式を用いる。

2.1 論文原稿は，和文表題，英文表題，和文と英文による著者名，和文概要，論文本文，及び英文概要からなる。

2.2 論文原稿は，原則としてワードプロセッサー（Word，一太郎もしくはTEX）を用いて作成する。

2.3 論文原稿は，学会誌の刷り上がりイメージと同じ体裁（図表を含む）で作成する。原稿用紙としてはA4判の用紙を縦置きに用い，左右15mm，上下30mmの余白をあける。論文本文が和文原稿の場合は概ね２４字×４６行の2段組とする。英文原稿の場合は概ね４８字×４６行の2段組とし，その他は和文原稿の執筆の様式に準じる。頁番号は，下端中央に付ける。

2.4 和文表題，英文表題，著者名，和文概要，及び英文概要の記述の体裁は，既刊本学会誌の慣例に従う。

2.5 論文本文の原稿の第1頁目左欄最下段に，次の例にしたがって脚注として，原稿受付・受理の年月日，著者の所属，論文の講演発表年月日，及び発表会名を記載する。ただし，解説にあっては，発表会名は省略できる。

	脚注）
（　　年　月　日受付，　　年　月　日受理）

* 　　○○○大学大学院：現在○○○中学校

**　　○○○大学教育学部

†　　20○○年○月本学会第○○回○○○大会（開催地名）にて発表


　　　　

　　　ここで，* 及び ** は著者名の肩付き記号，† は和文題目の肩付き記号を表す。

2.6 論文の題目は，論文の内容（主題）に最も適した簡潔な表現とする。論文の題目は，講演発表した題目と大きく異ならない限り変更してもよい。ただし，第1報，第2報等と記した形式にはしない。題目に関して付記するものがある場合は脚注欄に入れる。

2.7 論文原稿は，緒言（まえがき・はじめに），理論，実験，結果，考察，結論（むすび，まとめ），謝辞，文献のような順序で書くことが望ましい。ただし，論文の内容に適した横成にすることが望ましく，内容によっては上記の項目の中で不要なものは省略してもよい。

2.8 和文原稿は，原則として常用漢字を用い，現代仮名づかいによる口語体で，内容を正確か   つ簡潔に表現する。学術用語は，文部省監修「学術用語集」あるいはＪＩＳで定めたもの，   または本学会において慣用的に用いられている用法に準拠する。また，和文原稿中で外国語の単語を用いる場合は，カタカナあるいは原語で書く。読点には「，」を，句点には「。」を用いる。

2.9 図（写真を含む。）及び表は，挿入位置に説明文をつけて差し込み配置あるいは貼り付けたものとする。

2.10 本文の長さは，論文の刷上がりができるだけ偶数頁（4，6，8頁）になるよう留意する。

3．表記法に関する注意

　　　　　　　　　 x　　　ａ

3.1 文中の分数は ─　，─── などとしないで，x/3，a/(b+c)のように1行以内に収まるよ　　　　　　　　　 

                   3　　ｂ＋ｃ

うに書く。ただし，式番号を付けるなど別行立ての数式の場合はこの限りでない。また，指数の場合は4・10－2とせず，4×10－2と書く。その他，指数や自然対数の底を用いる表記などにおいて，文字が小さくなるなど不鮮明な表記にしてはならない。

3.2 数値の小数点は，中央より下に付ける。数値の千単位のコンマは，小数点と誤りやすいので付けない。桁数の多い数値も例えば58600は5.86×104，0.00586は5.86×10－3のように表すか，単位に接頭語を付けて表す。

3.3 数量の単位は，原則として国際単位系（ＳＩ）を用いる。

3.4 量記号の場合には，イタリック体を用いる。

4．図・表

4.1 図と写真は区別することなく，図1，図2，・・・のように，また，表は表1，表2，・・・のように，それぞれ通し番号を付ける。図の説明文は図の下に，表の説明文は表の上に書く。説明文は和文表記で2行以内に収まる文章句であって，体言止めとする。より詳細な説明を付加する場合には，括弧内にただし書きとして表示する。

4.2 図・表の数は必要最小限にとどめ，特に図と表の重複はさける。

4.3 カラー写真を用いた場合でも原則として白黒印刷とする。写真は鮮明なものを使用する。

4.4 図が不適切な場合には返却することがある。

4.5 図の大きさは刷り上がりが横７０mmを基準とするので，縦横比，線の太さ，文字や記号の大きさを考慮して，縮尺を決定する。ただし，図の大きさは変更されることがある。

4.6 図・表中の記号及び縦横軸の説明用語は和文あるいは英文のいずれでもよい。ただし，英   文字記号については，図表の欄外または説明文の中あるいは本文中に邦語で説明する。

5．和文概要及び英文概要

5.1 和文概要は，1段組で４００字以内に目的，方法，結果，キーワードを明記する。キーワ

    ードは，主題を的確に表現し，研究の内容（素材，特性，手法など）がよく推測できるよう

    な用語を，5語程度概要文末に列挙する。和文概要は，本文の前に掲載する。

5.2 英文概要は，1段組で２００語以内に目的，方法，結果，キーワード（5語程度）の順に明

    記し，和文概要に対応するように（和文概要を翻訳した英文概要）留意する。英文概要は，

    論文末尾に掲載する。

5.3　英文概要の明らかな誤表現については，編集委員会で事務的に修正・訂正する場合がある。

6. 引用・参考文献・注釈文

6.1　本文中で文献を引用した場合には，その箇所に通し番号で1）,2）,3），または3）～6）のように上付きで示し，前出の文献を再度引用するときは文中に同じ番号を付ける。

6.2 文献は，本文の末尾に一括記載する。文献が学会誌等の場合は，著者名：論文表題，誌名，

   巻（号），開始頁－終了頁（発行年）の順に書き，巻数はゴシック体とする。著者が3名以

   下の場合は全員の氏名を記し，4名以上の場合には3名まで記し，それ以外は「他」として

   省略する。文献が単行本，成書の場合は，編・著者名：書名，発行所，開始頁－終了頁（発

   行年）の順に書く。外国の文献も上記に準じる。

6.3 注釈文（説明注）を用いる場合には，本文中の当該箇所に「（注1）」等を挿入記述し，当

   該頁の欄外に注釈文を記載するか，あるいは注釈が多数の場合は本文の後に参考文献一覧と

   は別個に一括して記載する。

7. その他　　

　本執筆要領に規定されていない事項については，学会誌の慣例に従う。従って，執筆にあたっては最近号の学会誌を参照されたい。

　　　付則

　　　この要領は，1998年10月1日以降受付の投稿論文に適用する。

　　　この要領は，2003年1月1日以降受付の投稿論文に適用する。
　　　この要領は，2008年1月1日以降受付の投稿論文に適用する。
学会誌の投稿者負担金について
Ａ．通常印刷

　　　　論文ページ数　　　料　金　　　　　論文ページ数　　　　　料　金
　   　　１ページ      １０,０００円        ２ページ      　２０,０００円
　　 　　３ページ      ３０,０００円        ４ページ        ４０,０００円
　　     ５ページ      ５０,０００円        ６ページ        ６０,０００円　
       　７ページ以降も同じ割合で，１ページ増える毎に　１０,０００円ずつ増額する。

Ｂ．オフセット印刷

    ○通常印刷と平行して希望者にはオフセット印刷を導入する。

　　　ホームページから投稿論文のひな型をコピーし，字体等をひな型に合わせてレーザープリンター印刷された最終原稿を学会事務局に提出し，その原稿がそのまま学会誌印刷に回される。

    ○料金は当面，１ページは７,０００円とする。

注 1. 投稿経費は「投稿料」または「別刷り料」など支払機関または支払い者の都合により，扱いを変更できる。
注 2. 注文部数は，100部を原則とする。100部以上の希望は，掲載される学会誌が印刷される前に100部単位で注文することが可能。ただし，その場合の料金は別に定める。
注 3. この負担金額は。４６巻３号掲載分より実施する。
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